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1 はじめに

有限次元の線型空間は, 適当な対応によって高校のときに親しんだ数ベクトル空間と同型であることが分か

ります. 数ベクトル空間と同型であることから, 抽象的なものだった線型写像が,“行列”という目に見やすい形

で書き表すことができます. 今回の話を通じて,抽象的なものが目に見えるようになる楽しさを少しでも感じて

もらえればと思います.

2 講演内容

適当な対応を考えれば線型写像と行列を同一視できると言いましたが, その対応が変化したときに行列は

どのように変化するのか考えたくなります. 線型写像を出来るだけ簡単な行列で表現するためにはどのよう

な対応*1を考えれば良いのか, ということを主軸に話して行きたいと思います (その簡単な行列表示の 1 つが

Jordan標準形と言われるものです). この講演ではできるだけ具体例の計算等を紹介したいと思います. また,

余裕があれば Jordan標準形を求めることの利点や応用等も述べたいと思います.

前提知識としては行列や行列式の定義と, それらの持つ簡単な性質についての知識を仮定する予定です (1年

生がこの時期までに授業で習う範囲で理解出来るように努めます).
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*1 つまり, どのような基底でもって行列表示を考えれば良いのか
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